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多重極磁場に よ る n ＝ 1 モ
ー ド運動 の 制御

　　Control　of　an 　n ＝ 1　Mode 　Motion　by　Multipole　Field

藤本 加代子、大村 進
一

、高橋 努、野 木 靖之

　　　　　　　　　 日大理 工

　磁 場反 転配位（FRC ）プ ラ ズ マ に お ける n ＝ 1 モ
…

ド運動は 、セ パ ラ トリッ ク ス 内部の プ ラズマ が移動する も

の （内部モ
ー一ド）とセ パ ラ トリ ッ クス 面が移動する もの （外部モ

ー
ド）に大別 され る、多くの 研究が 内部 モ

ー一
ドに

関 して は行 われて お り、われわれの研究に よ り外部 モ
ー

ドの 挙動 も明 らか になっ て きて い る tt そ の 運動 は活

発 で 制御が 必要 な： とが判明 した tt 本研 究 で は、多重極磁 場を 用 い て 外 部 モ
ー

ドの 制御を試み る とともに 内

部と外部モ
ー

ドの 相 関につ い て 検討 を進め た 。

　x 、y 方向の 光強度分布 よ り、FRC の 径 方向運動 を知 る

こ とが で きる。図 1 に四重極磁場 を用 い た ときの 実験結果

を示す。これ らは x 方向 の 光強度分布よ り得 られた FRC
の 運動 を示 して い る、，縦軸のξ，

は プラ ズ マ 中心軸の 装置軸

か らの ずれ、△S
。
〆S は プ ラ ズ マ 中心に つ い て の 光強度分布

の 非対称性を意味 して い る。横軸 14は
一

本の 制御 コ イ ル

に 流れる電流値で あ る ttまた 、丸印は実験 の 平均値を、縦

線は実験デ
ー

タ の 存在領域を示 して い る。こ の 結果か ら、

内部 モ
ー

ドと外部モ
…

ドに柑関があ り、ξ。

・x −△S／S の傾向

が ある こ とがわか る。また 、四 重極磁場を用い る こ とによ

り、外部だ け で な く内部 の n ＝ 1 モ
ー

ドも制御できる こ と

が わか っ た。

　講演で は 六重極磁場に よ る実験結果も併せ て 報告す 6 ，，
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図 1n ＝ 1 モ
…

ドσ）制御 コ イ ル 電流依存性
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逆転磁場 ピ ン チ プラズ マ の 周辺 部に お ける挙動 の 解明

Be藍lavior　ofthe 　Perjpheral　Plaslna　in　a　reversed 　fie］dpinch

山家 清之 ，関川 純哉，有本 英樹，佐藤 紘
一

名 大院工

　逆転磁場 ピ ン チ（RFP ）は内部電流 を持 つ 軸対称 ト
ー

ラス で あ り、トロ イ ダル 磁場 が プ ラズマ 中心 部と 周 辺 部

とで は 逆転す る配位を持 っ て い る。こ の よ うな磁場配位 は高磁気捩れ で あ るた め 、高電流密度運 転及び高べ 一

タプラズマ 閉じ 込 めが可能で あり、高効率で コ ン パ ク トな炉 とな る可能性 が ある 。 しか し、不安定性 の 発生に

よる磁気面 変形 と磁気再結合の結果、磁気面破壊に伴 うプラ ズ マ の 放出が起き、

プ ラズ マ
・壁 相．互作用 を厳 し くす る原 因 とな る可能性 があ り、周辺 プ ラズマ の 挙

動を解明す る こ とが重 要 で あ る。

　こ れ まで の 周 辺 プ ラ ズ マ の 研 究にお い て 、内部か ら径方向外側 へ 電子が移動 し

て い る 等 の 報告が なされ て い るが、電子密度、電子温度 に 関す る具体的 な報告 は

な され て い な い 。そ こ で 、同
一

形状を持 つ 円筒型探針プ ロ
ーブを 3 本

一
組 の トリ

プ ル プ ロ ーブ と し て 用 い 、電流 に よる瞬間測定法に よ り電子密度及び電 子 温 度の

時 間変化及 び径方 向分布 を測定 し た。

　ポー ト内 に お け る 電 子 密度 と電 子 温 度を測 定し た 図 を示 す。放電 の 後半に お い

て
、 電子温度 の 増加 が 生 じ る。こ れ は 中心部 の プ ラ ズ マ が周 辺 部 に 漏れ 出す こ と

に よ っ て 周 辺 部 の 電 子 温度 が 増加 し た もの で あ る と考え ら れ る。実験結果の 詳細

に つ い て は本講演で 報告す る 。
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